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研究成果の概要（和文）：人類の技術的、文化的進歩の必然的帰結といったイメージが付与されてきた国家の形成プロ
セスについて、理論の整理と考古学的証拠から、そこでの画期の実態が、生態との平衡を保った持続的社会から、拡大
再生産を希求せざるをえない不安定な社会への移行であることを指摘した。ひいては国家は人の社会と生態との関係が
不安定にならざるを得ないからこそ生じた集団化のしくみであることを仮説として提示した。さらに、実証研究を推進
させ得るフィールドの確保にむけ、イラン・イスラム共和国での交渉・事前調査を実施し、現地での遺跡踏査を実施し
た結果、適う対象を選定することができた。

研究成果の概要（英文）：State formation process has been gives the images such as some inevitable 
consequence of cultural and technological progress. Based on the theoretical study and the archaeological 
study, this research suggests that this process had been the transition from sustainable society 
maintaining the balance with ecology to unstable society inevitably longing for extended reproduction. 
Thus, it is possible that the state itself has been a mechanism originated in the inevitable unstableness 
of the relationship between human society and ecology. In addition, towards securing the field where the 
empirical research could be progressed, negotiations and preliminary survey were conducted in the Islamic 
Republic of Iran. As a result, the suitable field and sites were founded.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
人類社会の統合の一形態として一般化す

ることになる国家は、どのように成立したの

か。それは国家のもとにある現代社会や我々

の成り立ちを解明するうえで有効な視点で

あり、様々な点で人類史上の普遍的課題を提

示する。この国家形成研究の最適対象として、

西アジアにおけるアケメネス朝ペルシャ（以

下、アケメネス朝）の成立がある。同勢力は

紀元前 1 千年紀、現在のイラン・イスラム共

和国（以下、イラン）領を中心に成立した。

それまでの他勢力と一線を画すのは、古代西

アジア世界統一を実現して、文化的背景、生

活様式、言語、信仰の異なる諸集団を包括し

治めたことにある。それは社会・人類の進化

的過程における画期的事象であり、それゆえ

世界史上初の帝国、また近現代国家の要件を

すでに満たしていたとも言われる。 
応募者はこれまで、考古学的手法でアケメ

ネス朝形成研究に取り組んできた。アケメネ

ス朝は自著の史料に乏しいことから物的痕

跡に依拠することで実証性を確保するとと

もに、アケメネス朝期とその形成期（鉄器時

代：紀元前 2 千年紀半ばから 3 世紀半ば）を

一貫した視点で分析できると考えたためで

ある。従来、アケメネス朝の成立は西方のメ

ソポタミアからの影響（軍事侵攻・文化伝播）

に起因するという既成観念が根強くあり、関

連する史上のイベントを画期として考察さ

れてきた。確かにメソポタミアは新石器化や

都市化の先進地である。しかしながらアケメ

ネス朝を画期として、古代西アジアを統治す

る諸勢力はメソポタミアではなくイランか

ら興るようになる。応募者はこの点に西アジ

ア領域国家形成プロセスの史的意義・枢要が

あると考える。 
そこでイラン鉄器時代の自律性をあえて

重視し、イラン北部の山岳地帯をフィールド

として研究活動を行ってきた。アケメネス朝

の揺籃地と目され、かつ、西アジアを統一支

配したイラン系王朝（アケメネス朝、アルサ

ケス朝）と先行するメディア王国の首都がお

かれた地域である。応募者は東京大学総合研

究博物館所蔵のイラン北西部（ギーラーン

州）出土副葬土器分析から、当地の物質文化

変化の画期を抽出した。2000 年以降イラン北

西部で実施された現地調査にも参加して新

規考古遺物の分析を加味し、基幹資源や生活

様式、日常的実践を共同する関係性の質的転

換がアケメネス朝成立に先行して、おそらく

は前提的にあったことを明らかにした。同時

に、こうした人類社会の共通項に着目するこ

とで国家形成事象を人類史の俎上にのせる

視点を着想した。 
しかし一方、イラン北部を特徴付けるのは

高い生態的多様性である。一区域についての

知見を普遍化することは憚られる。そこで、

比較対象としてイラン北東部（ゴレスターン

州）に着目した。ゴレスターンはギーラーン

から直線距離で約 500km 東方に位置する。両

地域間には中近東最高峰のエルボルズ山脈

はじめ地理的障壁も在り、生態環境は大きく

異なる。また、トランス・コーカサスに連な

るギーラーンに対し、ゴレスターンは西アジ

アと中央アジアとの回廊として機能してき

た。加えて、ゴレスターンではアケメネス朝

の直接管理を示す建築や資料が検出されて

いる。アケメネス朝生成プロセスへのこれま

での成果の位置付けも、当地を加味すること

でより具体化できると考えた。そこで当地の

網羅的踏査・主要遺跡試掘で獲得された広島

大学文学研究科所蔵考古遺物の資料化と分

析に着手した。ギーラーンとの比較研究、物

質文化の変化に沿った時期区分やセトルメ

ント・パターンの抽出を個別に実施してきた

が、資料化の完了と報告書としての総体の出

版が懸案として残っている。加えて、当地の

本格的な研究には、現地調査による層位デー

タおよび理化学分析用試料の獲得が将来的

に必要となることも認識した。 
こうした考古学的研究に取り組む中で、非

近現代・非西欧社会の国家形成に物的痕跡か

らアプローチする困難さを実感した。国家は

近現代欧米社会の観察から定式化された概

念である。起源は主にギリシャ・ローマ世界

とギリシャ・ラテン語系史料に求められてき

た。国家概念をこれら以外の世界に遡及させ

るには相当に慎重な理論的枠組みの設定と、

それに沿った研究・分析手法の採用が求めら

れる。しかし国家や関連する概念の研究は人

文社会科学のほぼ全分野にわたっているが

ゆえに、こうした理論・方法・実証の平衡は

確保し難い。理論研究と実証研究の分野は乖

離し、他方を援用する意識・姿勢はあるもの

の、個々に膨大な蓄積があり且つ専門家コミ

ュニティーが重複しない環境では、双方に実

利ある研究の実現は困難である。しかし本来

的には双方向の研究でなければ個別にも成

り立ち得ない。応募者は指導の委託で滞在し

たフランスの研究機関においてそうした研

究が実践される現場に身を置き、そのことを

実感した。そして国内でも同様の課題・問題

意識を抱えている関連分野の研究者と出会

い、議論の場を公式に設けることが有意なの

ではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 

本研究では帝国と称される領域国家につ

いて、人類集団としての特性化と人類の進化

的過程への位置付けを目指す。研究期間内に

は、そのための基盤造りとして第一に、人類

史上最初の領域国家が揺籃した地域・時代を



対象とし、形成過程における集団動態の通時

的分析を可能にする実証データを収集する。

第二に、国家・帝国形成についての理論整理

と新たな枠組みの提示、理論に沿った資料の

獲得・分析・研究手法の開発にむけて、学際

的研究体制の整備に着手する。 
 
３．研究の方法 

まず、国家／国家形成についての理論を転

換する。国家に類する大規模且つ複合的な集

団／社会でも、日常的実践を営む基本単位と

しては世帯や（疑似）親族に相当するまとま

りが想定できる。これら基本単位を成す個別

の集団化機序と文化的適応システム、そして

統合の仕組みが、人類集団／社会の基層にあ

ったと想定できる。そこで基層集団に視座を

据え、変動のプロセスと画期を詳らかにし、

人類史の俎上にのせる。この視点は、既存の

理論との照らし合わせをとおし、あらたな国

家／国家形成理論としての整備をおこなう。 
この論に沿って、人類史において国家と称

される集団形態が確立する時期（紀元前 2 千

年紀半ば～紀元前 1 千年紀後葉）について、

集団動態の通時的変化の解明を行う。対象地

域は西アジアである（第 1 図）。高い変異性

が他地域に先駆けて顕在化したことを重視

し、選定した。ただし従来の研究では、なか

でもメソポタミア地方が重視されてきた。対

して本研究では後述する史的転換期を重視

し、イラン地域に着目する。 
対象時期・地域においては有意な史料が普

遍ではないため、分析に際しては、人類活動

の残滓や物的痕跡を扱う。とくに対象時期を

通じて最も普遍的に確認できる土製器を対

象とし、通時的変化を観察した。対象地域で

検出された計 22483 点の未発表土製器につい

て、実見して得た知見にもとづき、機能・形

態・製作技術等に関わる諸属性（第 2 図）の

変化パターンを抽出した。同時に、これらが

得られた 473 遺跡の年代比定も行い、セトル

メントパターンと儀礼様式の通時変化も検

討した。なお明らかにした現象の考察は、民

族学や文化人類学での知見を援用しながら

行った。 
 

４．研究成果 

国家は堅強かつ安定的な社会システム、そ

して人類の技術的、文化的進歩の必然的帰結

といったイメージが付与されてきた。しかし

過去社会および近現代欧米社会以外の事例

から導かれる実際として、国家は技術や文化

の進歩があっても自生するとは限らない。む

しろ例外的現象である。またこれまで国家形

成研究で重視されてきた成分法規、常備軍、

官僚機構、税制の成立などは、人類社会の局

在的位相であると同時に、国家形成の最終段

階あるいはその後にのみ結晶化した事象だ

といえる。形成プロセスの総体を解明し、人

類にとっての真の意味を考察するには、人類

社会の遍在的位相を主体とした国家の特性

化が必要になる。すなわち、国家的機構は生

態と人類社会の基本単位（世帯や共同体）と

の日常的相互作用のなかで生成されるなに

ものかであり（第 3 図）、国家の形成は基本

単位が自明的に基層化されている様態とし

て、理論化できる（第 4図③）。 

西アジアにおける国家生成プロセスにつ

いても、国家イメージ一般についてと同様の

バイアスが根強い。従来の見方では、国家の

初現と発達は、メソポタミア地方における累

積的な社会・政治発展を前提としてきた。こ

れは、灌漑農耕、都市（文字）といった、近

現代欧米社会から遡及させた技術や文化の

発明を画期とみなすことに由来する。くわえ

て、当地方で揺籃した古代勢力を欧米社会の

直接の祖とする、聖書の記述に則った史観が

暗黙的前提となっている。しかし、この史観

には実際の現象との齟齬がある。まず、国家

的機構が萌芽して以降の社会変化はカタス

トロフィが頻発する非線形の歴呈であり、累

積的進化は想定できない。さらに、起点とし

て重視されてきた農耕や都市は国家形成の

必要十分条件ではない。 

第１図 西アジア全図 

第 2図 土製器諸属性の階層性 



現時点での明らかな画期として着目に値

するのは、アケメネス朝ペルシャ形成に表象

される前 1千年紀における国家的機構の変質

だと考える。この時期おこるのは多民族を包

括統治する領域としくみの出現であり、「国

家」という術語で総称されてはいるが、以前

の勢力とは本質的な相違が生じる。さらに、

勢力の揺籃地がメソポタミアからイラン地

域へと移行することからも、歴史基軸の不可

逆的転換期と評価できる。 

こうした視点から、イラン地域における人

類集団の痕跡を分析した結果、アケメネス朝

形成前夜（前 8世紀）における、生態的多様

性を包括する規模での儀礼様式と生活様式

の斉一化が明らかになった。これは、この時

期特徴的な精製土製器（オレンジ・ウェア）

の広域分布から推定した。ミクロな多様性に

沿った小規模集団が常態だった前段階を画

期する現象と評価できる。 

資源化戦略の相違を越える広域での紐帯

が発現した背景として、集団化原理の変化も

想定できる。まず、対面的関係のない他者と

の「われわれ意識」の共有という認知レベル

の変化、さらに集団を再生産する社会的・文

化的しくみの変化が推測される。前 15 世紀

から前 9世紀は、葬送儀礼における特殊財の

大量消費による平準化メカニズムにより、上

記小規模集団が長期にわたり再生産されて

いた。それが前 8世紀以降、そうした葬送儀

礼は衰退し、代わって、日常生活に接近した

浸透性の高い様式的行為による再生産へ、移

行した。同時におこった定住的生活様式の敷

衍、資源化域の拡大、そして人口の急増とい

う連鎖は、資源のさらなる要請へむかう拡大

再生産のメカニズムへの移行を余儀なくし

たと考えられる。 

つまり、国家形成にむかう画期の実態は、

生態との平衡を保った持続的社会から、拡大

再生産を希求せざるをえない不安定な社会

への移行である。これは不可逆的性質を持っ

ていたがゆえにあくまで結果的に画期とな

った事態であり、必然の結果ではない。そう

した現象があらわれるのは、約 1000 年をか

けたヒトの他者認識や自然認識の内在的変

化が、ある程度に横溢したことによる。「わ

れわれ」の意識の変化は、社会の基本単位で

ある世帯／共同体、親族の同定基準をも変化

させると同時に、遠く離れた誰かがいる場所

をも世界とみなす自然認識の変化と技術革

新をはじめとする生態的適応システムの変

化が相乗することで、実質的包摂の萌芽とも

いうべき資源化戦略の画期となった。そして

これにともないおこる生業／居住形態の変

化は、それらの実践単位としての世帯／共同

体の規模・構成にさらなる変化をもたらすの

である。 

こうした循環的な相互作用がとりわけ昂

揚した前 1千年紀、均衡状態における上澄み

として国家的機構が表出する。「普通」の人々

がおりなす在地社会の、こうした進化の結晶

化部分がまさに国家機構とよばれるものな

のであって、この時点では国家的機構はその

原因とはなっていない。国家は人類が進歩し

た必然の帰結としてあらわれるものではな

く、人類の至上のしくみでもない。人の社会

と生態との関係が不安定にならざるを得な

いからこそ生じた集団化のしくみである。広

大な領域と複雑な構造をともなう領域国家

第 3図 国家概念模式図 

第 4図 人類社会と政治体 



のような組織こそ、既存の慣習や対面式関係

性をこえた大規模かつ重層的に人を集団化

するしくみが不可欠だが、そのしくみ自体、

国家機構が発明したというよりも、祖型はそ

もそもヒトと社会、ヒトと環境、社会と環境

との循環的相互作用のプロセスにおいて自

生して内在していたもので、ヒトや在地社会

の変動が共鳴したことで制度化に至ると考

えられるのである。あくまで結果的に、その

事態を乗り越えることができたこのしくみ

はだから引き続いたし、引き続かせるために

は拡大再生産していかざるを得なかった。 

今後は、上記斉一化現象の原理的解明と史

的評価を進めたい。まず現象の推定起源地

（イラン北東部）での遺跡踏査・発掘調査の

実現により、年代測定用試料の獲得を目指す。

この点は 27 年度、現地での折衝および事前

調査の実施により具遺体的な目途をつける

ことができた。さらに生物進化、認知科学、

系統学の専門家と共同した学際的研究によ

って、現象の人類史への還元を試行する。こ

の点についても、本研究で構築した理論的仮

説をもとに他の外部資金獲得が実現し、体制

を整備することができた。実証と理論の双方

について基盤を成すという本計画の目的は

概ね達成されたと考える。 
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